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１ はじめに

今回の学習指導要領の改訂では，理数教育の充実が示され，中学校理科においては，系統性を重

視し，身近な自然の事物・現象について自ら問題を見いだし解決する観察・実験を一層重視する

ことが述べられています。そのために，中学校理科の授業時数は３年間で95時間増加し，31の内

容が新しく追加されました。

この研究は，中学校において理科教師が観察・実験中心の理科授業ができるように，観察・実験

の進め方のポイントを示した指導資料「中学校理科観察・実験書」を作成したものです。扱った

観察・実験は，平成20年の中学校学習指導要領の改訂に伴い発刊された教科書に掲載されている

観察・実験を中心とした内容です。

２ 指導資料の特徴とねらい

この指導資料は，教科書に記載されている観察・実験を中心とし，教科書の指導書にもあまり記

述されていない，授業前の準備のポイント，実験後の廃液の処理方法等を記載し，準備段階から後

片付けまでを円滑に行えるように考慮しています。また，身近な自然の活用，試薬や素材の県内で

の入手方法，失敗しやすいポイント（成功へのコツ ，更なるステップアップへの一工夫等も記載）

しています。この指導資料が岩手県の中学校理科教師に活用されることにより，観察・実験を重視

した理科の授業が円滑に実施され，生徒の興味・関心が高まり，理解を深めるとともに，科学的な

見方，考え方が養われることをねらいとしています。

また，この指導資料の内容については，岩手県立総合教育センターの理科担当研修講座において

実施しているものを主としており，研修講座で先生方から要望の大きい事項や，よく質問される事

項を盛り込み，できるだけ学校現場の要望に応えることも考慮しています。
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図１】 観察・実験指導資料の基本的な考え方【

３ 「中学校理科観察・実験書」の内容

， ， ， 。「 」，「 」，「 」，指導資料は １準備 ２実験手順 ３解説の構成からなります エネルギー 粒子 生命

「地球」の各領域で，以下の実験について作成しました。



（１）エネルギー

運動の規則性「Ｗｉｉﾘﾓｺﾝを用いた運動の分析」【物01】 光と音「パソコンを使った音の観察」 【物06】

【物02】 【物07】 力学的エネルギー光と音「光学台とカメラの制作（ものづくり）」

【物03】 力と圧力「浮力の実験（ものづくり）」 「物体の持つ運動エネルギーの変化」

【物04】 電流「真空放電と陰極線」 【物08】 エネルギー

「５分で制作，１分で放射線が観察できる霧箱の実験」【物05】 電流と磁界「交流の発電と観察」

「５分で制作，１分で放射線が観察できる霧箱の実験」【 【図２ 「Wiiリモコンを用いた運動の解析」】 図３】

リモコンの赤外線通信を用いて運動の 準備や制作に時間がかかっていた霧箱が簡単

計測から解析までを明確にできる。 にでき，しっかり観察できるオリジナル霧箱。

（２）粒子

【化01】 「プラスチックの性質」 【化07】 「孔雀石から銅を取り出す」

【化02】 「電気を通すプラスチック」 【化08】 「短時間でできる定比例の法則」

【化03】 「溶解度曲線の作成」 【化09】 「寒天を使ったイオンの移動の観察」

【化04】 「失敗しないカルメ焼き」 【化10】 「水の生成を実感する中和反応」

【化05】 「アルコールランプでつくるカルメ焼き」 【化11】 「中和反応と溶液の電気伝導度」

【化06】 「水の合成」

図４ 「水の生成を実感できる中和反応」【 】

水の生成を実感するために水溶液を使わず，水の生成が青色を帯びることによって実感できる

中和反応の実験。

Wiiリモコンを使った実験の様子
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中和反応による水の生成

① 試験管に微量の無水硫酸銅(Ⅱ)を入れる。

② ①に氷酢酸を５mL程度入れる。

※氷酢酸には，ほとんど水が含まれていないので青くならない。

③ ②に固体の水酸化ナトリウムを３～５粒入れる。

※中和反応により水が生成するので徐々に青くなり酢酸ナトリウムの結晶ができる。

① ② ③



（３）生命

【生01】 「顕微鏡の使い方」 【生08】 「ヒメダカの走性」

【生02】 「淡水産原生生物の培養と観察」 【生09】 「体細胞分裂の観察」

【生03】 「植物の葉の構造」 【生10】 「花粉管の観察」

【生04】 「光合成でつくられたデンプンの確認」 【生11】 「ＤＮＡの抽出」

【生05】 「植物の道管の観察」 【生12】 「クマムシの観察」

【生06】 「種子をつくらない植物」 【生13】 「水生生物による生物学的水質調査」

【生07】 「色素体の観察」 【生14】 「外来生物の調査」

【図５ 「体細胞分裂の観察」】

細かな作業の他に時間スケールが

重要である体細胞分裂の観察。その

ポイントと工夫を紹介。試薬につい

ても必要な知識を解説しています。

オリジナル写真を多数掲載誌し各

実験を解説しています。

ポイント

試薬の製法・知識

試料の入手について

失敗しやすいポイント



（４）地球

【地01】 「火山灰の観察」 【地05】 「前線の観察」

【地02】 「火成岩の組織の観察」 【地06】 「天体望遠鏡の使い方」

【地03】 【地07】 「月の見え方 月食」「いいにおいの断層実験とボーリングコア実験」

【地04】 「資料：地震と災害」 【地08】 「金星の満ち欠けモデル」

【図６ 「火山灰の観察」】

なるべく地域の身近

な素材を使い生徒が自

分の体験として学習で

きるように工夫した。

素材の採取場所情報

も掲載した。

４ おわりに

， （ ） 。 ，本指導資料は 当センターのWebページ http://www1.iwate-ed.jp/ に掲載しています なお

内容については今後も先生方から幅広くご意見を頂きながら改善を図ります。

この研究を進めるに当たり，貴重なご意見を頂いた岩手県下の先生方に感謝申し上げます。

地域の素材

実際に観察される自然

試料の採取場所情報


